
中
通
一
丁
目
地
区(

日
赤
・
婦
人
会
館

跡
地
な
ど)

で
は
、
空
洞
化
が
進
む
中

心
市
街
地
を
再
生
し
よ
う
と
、
再
開
発

事
業
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
元
地
権
者
の
か
た
が
た
と
県
・
市

が
協
力
し
、
商
業
施
設
や
ホ
テ
ル
、
駐

車
場
、
公
共
公
益
施
設
を
建
設
す
る
構

想
で
す
。
こ
の
う
ち
市
で
は
、
公
共
公

益
施
設
と
し
て
「(

仮
称)

芸
術
文
化
ホ

ー
ル
」
の
設
置
を
検
討
し
て
い
ま
し
た

が
、
こ
の
ほ
ど
、
そ
の
見
直
し
検
討
案

が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

商
業
施
設
や
駐
車
場
の
規
模
が
縮
小

さ
れ
る
な
ど
再
開
発
事
業
全
体
の
内
容

変
更
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
公
共
公
益

施
設
部
分
に
つ
い
て
も
改
め
て
見
直
し

た
も
の
で
す
。

見
直
し
案
で
は
、
大
・
中
・
小
と
三

つ
予
定
し
て
い
た
ホ
ー
ル
を
大
・
小
の

二
つ
に
し
、
新
た
に
全
天
候
型
の
緑
地

空
間
を
つ
く
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
よ
り
多

く
の
市
民
に
四
季
を
通
じ
て
気
軽
に
利

用
し
て
も
ら
え
る
施
設
構
成
に
す
る
た

め
、
市
民
一
万
人
ア
ン
ケ
ー
ト
や
芸
術

文
化
ホ
ー
ル
構
想
に
対
す
る
意
見
・
要

望
を
も
と
に
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

こ
の
見
直
し
に
よ
っ
て
、
公
共
公
益

施
設
部
分
は
、
面
積
が
当
初
の
約
二
万

五
千
平
方
　
か
ら
約
二
万
六
百
平
方
０

に
、
設
置
費
が
約
百
三
十
億
円
か
ら
約

百
五
億
円
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

見
直
し
案
に
つ
い
て
は
、
今
後
み
な

さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
を
参
考
に
、
よ
り

利
用
価
値
の
高
い
も
の
と
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
ふ
る
っ
て

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

(仮称)

芸
術
文
化
ホ
ー
ル

見
直
し
検
討
案
ま
と
ま
る

問
い
合
わ
せ

至山王�

中央通り�

至秋田駅�

仲小路�広小路�

中土橋�

千秋公園� お堀�

第1街区�

第2街区�

敷地周辺の位置関係�

再開発事業の
敷地周辺図

ホテル 商業施設
●
客
室
・
宴
会
場

・
飲
食
な
ど

●
物
販
・
飲
食
・

ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン

ト
な
ど

駐車場・駐輪場

公共公益施設
●
全
天
候
型
緑
地
空
間

●
大
・
小
ホ
ー
ル

●
創
造
支
援
施
設

庶
務
課
芸
術
文
化
ホ
ー
ル
担
当

q(

８
６
６)

２
３
７
９

Ｆ
Ａ
Ｘ(

８
６
６)

２
１
２
８

新
た
に
開
放
的
な
緑
地
空
間

床
面
積
、
設
置
費
を
縮
小

日赤・婦人会館跡地周辺の中心市街地

02

メ
ー
ト
ル

メ
ー
ト
ル


